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＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

 

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

事務事業名 文化振興推進事業

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

平成３２年度

予算中事業名 文化振興推進費 ― ― ― ―

96.7% 90.9%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価
＜事業の狙い＞

実績値 50.3% 48.2%＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ｂ　松本市の文化芸術の振興及びそのために必要な機能向上を図るための事
業等を実施するもの。
　市民との協働による文化の醸成を図り、市民の文化芸術活動への参画・協
力の機会を増やすための事業に協力するもの。

＜指標の達成状況＞

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合

目標値 52.0% 53.0% 54.0% 55.0% 56.0%

市民に対する文化振興施策の推進状況を図るため（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）指標の設定理由

１　文化芸術振興審議会
　　文化芸術振興基本方針の振興管理と評価検証を行うため、審議会を設置、開催し
たもの。２回／年開催。

２　各種競技会、発表会等出場者祝金交付
　　各種競技会、発表会等に出場する市民に対し、祝金を交付したもの。祝金１０件交
付。

３　（一財）松本市芸術文化振興財団事務局事務
　　松本市芸術文化振興財団の運営に係る業務の一部を委託するもの。

４　市制施行１１０周年「ＮＨＫのど自慢」
　　市とＮＨＫ長野放送局が共催。出場者２０組２５人。観覧者１，２４５人。

５　楽都・まつもとライブ
　　市制施行１１０周年「音楽と工芸のあふれるまちづくり事業」の一環。地元に縁のあ
る音楽団体等によるストリートライブ。２５回／年開催。延観客数　１０，５０３人。

６　補助金交付
　　市内で活動する演劇団体や華道団体及び才能教育研究会に対し補助したもの。３
件／年交付。

②　成果指標（指標名）

目標値

達成度

達成度

指標の設定理由

実績値

平成３２年度

①　事業費（千円） 36,893 26,794

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

正規

一般財源 36,893 26,794

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 26,915 人工 30,220

3.6

嘱託 0 0 2,896 1.0

26,915 3.5 27,324

－ 89.4%前年度比

合計コスト①+② 63,808 57,014

事業計画年度 ～

＜現状に対する認識＞
　松本市文化芸術振興基本方針に掲げる対象事業について、ＰＤＣＡサイクルによる
進行管理と各事業の評価検証を実施する。
　歌舞伎や大道芸などの市民協働事業や、補助金・祝金の交付、また、楽都・まつもと
ライブの実施やアーティストバンクの拡充等による文化芸術活動・発表の場の創出に
より、文化芸術活動の推進を図る。



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

事務事業名 鈴木鎮一記念館管理事業

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

平成３２年度

予算中事業名 鈴木鎮一記念館管理費 ― ― ― ―

96.7% 90.9%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価
＜事業の狙い＞

実績値 50.3% 48.2%＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ｂ才能教育運動の創始者である、鈴木鎮一氏の住居の保及び関連資料を展示
公開し、広く市民等に周知することで、文化芸術意識の広報を図る。

＜指標の達成状況＞

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合（市民満足度調査6-3-1）

目標値 52.0% 53.0% 54.0% 55.0% 56.0%

音楽や芸術活動への意識を高める（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）指標の設定理由

１　管理運営
　　施設の適正な管理運営と、市民に多様な文化芸術を提供するため、指定
管理者である公益社団法人才能教育研究会に業務を委託するもの。
⑴　指定管理者の主な業務
　①施設の開錠と施錠
　②施設及び敷地内の清掃
　③日常的な維持管理
　④設備等の維持管理
　⑤施設案内に関する業務
　⑥職員体制１名
⑵　実　 績　平成２９年度来館者数5,743人（対前年度比４９人減）
⑶　その他　自主事業として、年４回コンサートを実施（参加者２７７人）

②　成果指標（指標名） 来館者数

目標値 5,700 5,750 5,800 5,850 5,900

達成度

達成度 101.6% 99.9%

指標の設定理由 鈴木鎮一記念館の有効的な活用

実績値 5,792 5,743

平成３２年度

①　事業費（千円） 2,910 3,060

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

正規

一般財源 2,910 3,060

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 769 人工 759

0.1

嘱託 0 0 0 0

769 0.1 759

－ 103.8%前年度比

合計コスト①+② 3,679 3,819

事業計画年度 ～

＜現状に対する認識＞
・平成２６年度実施の耐震診断の結果、基準値を下回っているため、平成３０
年度に耐震補強工事を実施予定（平成３０年度当初予算計上済み）



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

事務事業名 波田文化センター管理運営事業

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

平成３２年度

予算中事業名 文化振興推進費 ― ― ― ―

96.7% 90.9%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価
＜事業の狙い＞

実績値 50.3% 48.2%＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ａ　文化芸術活動への参画・協力意向を持つ多数の市民の要望に応えるため、
波田文化センターの維持及び管理運営を行うもの。

＜指標の達成状況＞

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合

目標値 52.0% 53.0% 54.0% 55.0% 56.0%

市民の割合から、文化振興施策の推進状況を図るため（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）指標の設定理由

１　管理運営
　　施設の適正な管理運営と、市民に多様な文化芸術を提供するため、指定
管理者である（一財）松本市芸術文化振興財団に業務を委託するもの。

２　施設改修事業
　　施設の安全性・利便性を確保するため、施設設備等の経年劣化及び老朽
化に対し、計画的に修繕を行うもの。

②　成果指標（指標名） 波田文化センター来館者及び事業参加者数

目標値 16,300 16,600 16,900 17,200 17,600

達成度

達成度 101.6% 110.5%

指標の設定理由 来館者及び事業参加者数から、施設の利用状況・充実度を図るため

実績値 16,560 18,351

平成３２年度

①　事業費（千円） 35,898 37,975

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

正規

一般財源 35,898 37,975

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 2,307 人工 2,277

0.3

嘱託 0 0 0 0

2,307 0.3 2,277

－ 105.4%前年度比

合計コスト①+② 38,205 40,252

事業計画年度 ～

＜現状に対する認識＞
・市民との協働による文化芸術イベントを実施するなど、西部地域の文化芸術拠点としての役割を
果たしている。
・現状では、規模の小さなホールという特徴を活かした運営が行われている。
・施設の老朽化が進んでいることから、計画的な改修が必要である。
・利用状況等を考慮し、施設の位置づけ及び今後のあり方についての検討を進める必要がある。



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事業計画年度 13～32

＜現状に対する認識＞
・平成18年及び19年の文化庁による世界文化遺産暫定一覧表記載資産候補の公募
から10年が経過するなかで、今後数年以内の再公募を見据えて準備を進める。

－ 136.4%前年度比

合計コスト①+② 20,867 28,460

1.3 15,180

嘱託 0 0 0 0

9,997 2.0

人工②　人件費(千円） 9,997 人工 15,180 人工 人工 人工

正規

一般財源

国・県

その他 10,870 13,280

利用者負担金

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　事業費（千円） 10,870 13,280

実績値

達成度

指標の設定理由

１　松本城世界遺産調査研究事業
　⑴　文化庁の審議結果に対する課題を解決するための調査研究事業
　⑵　姫路城を含む国宝５城等による「近世城郭の天守群」の、シリアル・ノミネーション（連続する
　　　資産）での登録へ向けた関係市等との連携推進

２　松本城世界遺産普及啓発事業
　⑴　「国宝松本城を世界遺産に」推進実行委員会における、市民と行政等の協働よる普及啓発
　　　事業を実施し、世界遺産へ向けた現状や取組み等について、市民へ広く周知

②　成果指標（指標名）

目標値

達成度

①　成果指標（指標名）　 世界遺産推進事業に参加した人数の割合

目標値 2.0% 5.0% 15.0% 30.0% 50.0%

世界遺産登録への事業に参加した人数で市民への広がりを把握するため指標の設定理由

＜事業の狙い＞

実績値 1.3% 9.5%＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ａ国宝松本城を保護・保存し、次世代へ継承するために、松本城の世界文化遺
産登録を目指す過程で、登録の前提となる国内の「世界文化遺産暫定一覧
表」記載に必要な調査研究及び市民への普及啓発を実施するもの。

＜指標の達成状況＞

63.5% 189.8%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価

予算中事業名 松本城世界遺産推進事業費 ― ― ― ―

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 4 歴史・文化遺産を守り、活かすまち 主な取組み ○松本城を世界遺産へ運動の推進

平成３２年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 642 城下町まつもとにふさわしいまちづくり

事務事業名 松本城世界遺産推進事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

事務事業名
まつもと市民芸術館管理運営事
業

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

平成３２年度

予算中事業名 まつもと市民芸術館管理運営費 ― ― ― ―

89.8% 86.1%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価
＜事業の狙い＞

実績値 50.3% 48.2%＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ａ　文化芸術活動への参画・協力への取り組み意向を持つ市民は多いことか
ら、その受け皿となるよう、ニーズに則した世界的にも高い水準の芸術文化を
創造・鑑賞する機会の増加と、市民による芸術文化創造と、その支援及び発
表の推進を図る。また、本市の代表的な文化芸術施設としての機能強化と施
設整備などの環境整備を進める。

＜指標の達成状況＞

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合

目標値 56.0% 56.0% 56.0% 56.0% 56.0%

音楽や芸術活動への意識を高める（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）指標の設定理由

１　まつもと市民芸術館管理運営事業
　　施設の適正な管理運営と、市民に多様な文化芸術を提供するため、指定
　管理者である（一財）松本市芸術文化振興財団へ業務を委託するもの

２　まつもと市民芸術館施設整備事業
　　舞台・施設設備の経年劣化及び老朽化に対応し、計画的に修繕を行うも
の

②　成果指標（指標名） まつもと市民芸術館来館者及び事業参加者数（人）

目標値 212,000 214,000 216,000 218,000 220,000

達成度

達成度 118.4% 124.8%

指標の設定理由 まつもと市民芸術館の有効な活用

実績値 251,109 267,076

平成３２年度

①　事業費（千円） 481,806 520,030

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

正規

一般財源 481,806 520,030

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 3,845 人工 7,590

1.0

嘱託 0 0 0 0.0

3,845 0.5 7,590

－ 108.6%前年度比

合計コスト①+② 485,651 527,620

事業計画年度 ～

＜現状に対する認識＞
・松本からの創造・発信型事業を展開するとともに、県内外から優れた舞台芸術作品を
招聘し、多くの市民に鑑賞の機会を提供している。
・開館１５年目となるＨ30年度から３カ年をかけて、舞台設備を中心にした大規模改修
工事を実施する。



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

まつもと市民芸術館の有効な活用

まつもと市民芸術館の有効な活用

合計コスト①+② 122,345 121,010

前年度比 － 98.9%

＜現状に対する認識＞

3,845 0.5 7,590

・指定管理者である（一財）松本市芸術文化振興財団が、芸術監督をはじめと
する専門職員を配置し、多様な文化芸術の提供を実施している。
・松本からの創造・発信型事業を展開するとともに、県内外から優れた舞台芸
術作品を招聘し、多くの市民に鑑賞の機会を提供している。

②　人件費(千円） 3,845 人工 7,590

嘱託 0 0 0 0

1.0正規

人工 人工 人工人工

平成３１年度

利用者負担金

国・県 13,500 13,420

その他 5,000

一般財源 100,000 100,000

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞
達成度 118.4% 124.8%

達成度 125.7% 111.4%

実績値 44 39

指標の設定理由

１　まつもと市民芸術館事業費補助金交付
　　指定管理者である（一財）松本市芸術文化振興財団が行う自主事業公演
に対し、市補助金を交付するもの。
　　・（一財）松本市芸術文化振興財団事業費補助金　100,000千円

2  国、県及び民間補助金の活用
　　国、県及び民間の補助事業を積極的に取込み、指定管理者による自主事
業の財源確保に努めるもの。
   （２９年度実績）
　　・文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業補助金　13,420千円

②　成果指標（指標名） 自主事業件数

目標値 35 35 35 35 35

平成３２年度

①　事業費（千円） 118,500 113,420

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

220,000

実績値 251,109 267,076

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 まつもと市民芸術館来館者及び事業参加者数

目標値 212,000 214,000 216,000 218,000

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 ～
総合評価 Ａ　「まつもと市民芸術館管理運営方針」に基づき、高水準の芸術文化を創造

し、鑑賞する場、市民自らが芸術文化活動を行う場、また、市民交流の場を提
供し、更なる市民の文化レベルの向上と、まちの活性化に寄与する。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進 ５つの重点目標

予算中事業名 まつもと市民芸術館事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

事務事業名 まつもと市民芸術館事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 文化振興課 課ＣＤ 18100000

＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

事務事業名 音楽文化ホール管理運営事業

区分 平成２８年度 平成２９年度

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

平成３２年度

予算中事業名 音楽文化ホール管理運営費 ― ― ― ―

96.7% 90.9%

平成３０年度 平成３１年度

５つの重点目標

松本版総合戦略

総合評価
＜事業の狙い＞

実績値 50.3 % 48.2 %＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

Ｂ　　クラシックを主とした音楽文化の振興と福祉の増進を図るため、音楽文化
ホールの適正な管理運営を図るもの。
　また、施設の維持管理に係り、中長期的な視点から施設・設備の延命を図
り、利用者の安全性及び利便性の確保を図るための事業を実施するもの。

＜指標の達成状況＞

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合

目標値 52.0 % 53.0 % 54.0 % 55.0 % 56.0 %

音楽や芸術活動への意識を高める（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）指標の設定理由

１　音楽文化ホール運営委員会
　　ホールの適正な運営を図るため、運営委員会を設置・開催するもの。

２　管理運営
　　施設の適正な管理運営と、市民に多用な文化芸術を提供するため、指定
管理者である（一財）松本市芸術文化振興財団に業務を委託するもの。

３　施設改修
　　安全性・利便性確保のため、施設設備等の経年劣化及び老朽化に対し、
計画的に修繕を行うもの。

②　成果指標（指標名） 音楽文化ホール来館者数及び事業参加者数

目標値 90,000 人 91,250 人 92,500 人 93,750 人 95,000 人

達成度

達成度 83.3% 68.7%

指標の設定理由 音楽文化ホールの有効な活用

実績値 74,993 人 62,719 人

平成３２年度

①　事業費（千円） 92,594 358,639

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他 256,000

正規

一般財源 92,594 102,639

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 15,380 人工 10,486

1

嘱託 0 0 2,896 1

15,380 2 7,590

－ 341.9%前年度比

合計コスト①+② 107,974 369,125

事業計画年度 ～

＜現状に対する認識＞
　国内外の優れた音楽家を招聘し世界最高水準の演奏を提供したり、県内唯一のコン
サート用オルガン等を活用した演奏会や講習会の実施、また、音楽愛好団体等への活
動支援や育成援助を実施し、市の音楽文化の向上に努めた。
　中長期的な視点から着手した第２期の施設・設備改修事業の６年目を実施した。



国際音楽祭推進課 

 

課長 藤森 誠 



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

市民満足度調査の調査項目（※H29実績値は、調査対象が20～30才代のみ）

松本市総合計画（第10次基本計画）の進捗管理指標

１　小澤芸術を求めるクラッシックファンは世界各地に存在し、毎年注目を集め
ている。
２　リピート率は高く、固定的なファンを多く有する。
３　小澤総監督の後継者とオーケストラのクオリティーの維持が課題である。

－ 96.2%

＜現状に対する認識＞

前年度比

23,070 3 22,770

合計コスト①+② 276,490 265,960

嘱託 2,850 1 2,890 1

3正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 25,920 人工 25,660

利用者負担金

国・県 65,000 57,600

その他

一般財源 185,570 182,700

平成３２年度

①　事業費（千円） 250,570 240,300

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

１　国際音楽祭推進事業
　　フェスティバルを支援し、円滑な推進を図るため、市独自関連事業の運営
　等を委託

２　共催負担金
　　フェスティバルへの共催負担金を支出

②　成果指標（指標名） ＯＭＦを鑑賞して、自分も音楽などの文化・芸術活動をやってみたいと思った人の割合

目標値 62.0% 63.0% 64.0% 65.0% 66.0%

達成度 96.7% 90.9%

達成度 114.5% 122.2%

実績値 71.0% 77.0%

56.0%

＜事業の狙い＞

実績値 50.3% 48.2%

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 音楽や芸術に触れていると思う市民の割合

目標値 52.0% 53.0% 54.0% 55.0%

指標の設定理由

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞

事業計画年度 ～

○ＯＭＦや信州まつもと大歌舞伎など、文化・芸術の振興

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 631 文化芸術活動の推進

総合評価 Ａ　セイジ・オザワ 松本フェスティバルの共催並びに市独自事業を開催すること
により、「楽都・松本」を国内のみならず世界へ発信し、ザルツブルグやタング
ルウッドに並ぶ世界的な音楽祭へ発展させる。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

５つの重点目標 ２　次世代を育むまちづくり

予算中事業名 国際音楽祭推進事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑥コンパクトな都市と賑わいの創出

指標の設定理由

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 国際音楽祭推進課 課ＣＤ 18200000

事務事業名 国際音楽祭推進事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み



スポーツ推進課 

 

課長 堀 洋一 



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　市民体育大会・市長杯争奪球技大会の参加者数や全国大会出場祝金の利
用者数はほぼ目標に達し、競技人口の広がり、レベルの向上は評価ができ
る。
　今後はスポーツの裾野を広げるために、各種教室の他、活動しているサー
クル、団体等を市民に紹介し気軽に参加できる環境をつくる。

合計コスト①+② 40,893 39,429

前年度比 － 96.4%

＜現状に対する認識＞

15,380 2 15,380

嘱託 0 0 0

2正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 15,380 人工 15,380

利用者負担金

国・県

その他

一般財源 25,513 24,049

平成３２年度

①　事業費（千円） 25,513 24,049

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

　　市民がスポーツに参加する機会やスポーツを通じた交流の機会の創出、市民スポ
　ーツ活動への支援を目的として以下の事業を実施
 １　市主催のスポーツ教室、イベント等の開催
  ・市内３５地区対抗の市民体育大会秋季大会、春夏秋冬の競技別の市民体育大
会、
　 市長杯争奪球技大会（いずれも松本体育協会に委託）を開催し延べ１５，１５０人が
　 参加した
  ・ファミリースポーツカーニバル（松本市スポーツ推進委員協議会に委託）を開催し、
   「体力測定」「ニュースポーツ体験」などを通じて、市民がスポーツに触れる機会とし
   た（参加者５６８人）
  ・親子健康教室、シニア健康教室を延べ６０回開催し、２，５７７人が参加した
　・市民歩こう運動の一環として、「気分爽快ウォーク」を年２回計画し、６月開催には
　８６人が参加した。なお１１月は雨天のため中止となったが申込者は３１人だった。
 ２　スポーツを通じた姉妹・友好都市との交流
　・姉妹都市の姫路市、藤沢市、交流都市の金沢市、鹿児島市とのスポーツ市民交
流を実施し
   松本市、姉妹交流都市合わせて３２３人が交流した
 ３　市民スポーツ活動への支援
　・総合体育館内のトレーニング室を延べ３３，７５７人が利用した「
　・全国大会出場祝金として各種競技会（ブロック大会以上）及び国体に出場する市
民
　　に対して祝金を交付した（延べ２５４人に交付）
　・スポーツ推進員協議会事業をサポートし、地域のスポーツ活動を支援した

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 89.8% 66.5%

達成度

実績値

60.0

実績値 45.1 ※35.0

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 継続的にスポーツに親しんでいる市民の割合

目標値 50.2 52.6 55.1 57.5

指標の設定理由 市民満足度調査＝成果　　※20～29歳のアンケート結果

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H２８　～
総合評価 Ａ　スポーツの振興を通じて、市民の健康増進、交流を図るもの。 ＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 スポーツ振興事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略

事務事業名 スポーツ振興事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 １　心と体の健康づくりと、安心な医療福祉など、健康を支える社会を創出します

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○市民一人ひとりの健康づくりを支援　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　計７６施設について、利用者が安全で安心して利用できる適切な管理が必
要。
　地区体育館は、築30年を目途に大規模改修を計画的に進めているが、各施
設とも一定の年数が経過していることから、経常的な修理や、器具・備品等の
修繕については緊急性・必要性に考慮しながら、スピード感のある対応が求
められている。

合計コスト①+② 510,857 526,769

前年度比 － 103.1%

＜現状に対する認識＞

32,298 4.2 32,298

83,164

嘱託 14,250 5 14,250 5

正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 46,548 人工 46,548

4.2

国・県 8,050 0

その他 14,660 11,679

一般財源 355,383 385,378

利用者負担金 86,216

平成３２年度

①　事業費（千円） 464,309 480,221

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

　体育館２５、運動広場２１、庭球場８、プール６、野球場１、サッカー場２、そ
の
他１３、計７６カ所のスポーツ施設の利用受付・調整及び、施設を安全・快適に
利用いただくために直営、業務委託、指定管理等により各施設の維持管理及
び運営業務を行った。
１　体育施設予約等受付
　　市内大会等予約調整会議の後、前・後期に分けて市民等予約一斉受付を
　　行うほか、施設の空き状況により随時利用受付し、延べ2,648,952人の利
用が
　あった。
２　施設の維持・管理（修繕・営繕工事）
　・給水管、消防設備、屋根等の改修工事２８件
　・トイレ、ドア、スポーツ器具等の破損修理７３件　を実施した。
３　施設の管理・清掃・保守点検等の委託
　・地区体育施設等について、清掃、鍵貸出し等の管理業務委託１１件
　・清掃委託（清掃、除草他）２２件
　・保守点検委託（電気工作物、消防設備他）２９件　を実施した。
４　指定管理による施設管理
　　体育施設のうち、２２施設を指定管理者制度の導入により管理・運営（７指
　　定管理者に委託）

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 84.5% 91.3%

達成度

実績値

実績値 2,450,060 2,648,952

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 体育施設利用者総数（人）

目標値 2,900,000 2,900,000 2,900,000 2,900,000

指標の設定理由 スポーツ推進計画の基本的数値目標

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 Ｈ25～Ｈ31
総合評価 Ａ　市内76カ所のスポーツ施設について、直営・指定管理制度等により管理運

営を行い、利用者が身近な場所で手軽にスポーツに親しめる環境を維持・整
備するもの。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 スポーツ施設管理運営事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

事務事業名 スポーツ施設管理運営事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

平成３２年度

②　人件費(千円）

①　事業費（千円）

区分

＜コスト一覧＞

達成度 96.0% 95.2%

国・県

その他

指標の設定理由 スポーツをしている市民の割合の増加に係る指標であるため

7,690人工7,690 人工 人工人工人工

7,1138,030一般財源

平成３１年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 学校体育施設開放事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 １　心と体の健康づくりと、安心な医療福祉など、健康を支える社会を創出します

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○市民一人ひとりの健康づくりを支援　

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 学校体育施設開放事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H22～H33
総合評価 Ａ　社会体育の振興と市民の健康増進を図るため、学校体育施設を社会体育

に開放するもの。
＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

350

実績値 339 349

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 登録団体数

目標値 350 350 350 350

指標の設定理由 スポーツをしている市民の割合の増加に係る指標であるため

１　学校教育に支障のない範囲で学校体育施設を計画的に社会体育に開放
２　社会体育の実施に必要な器具、備品、消耗品等について整備を行い、施
設の利用環境を整えるもの
・小中学校　４２校
・延べ利用回数　１9,390回

②　成果指標（指標名） 登録人数

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 96.9% 99.7%

実績値 7,683 7,616

目標値 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

利用者負担金

7,1138,030

嘱託 0 0 0

1

前年度比 － 94.2%

＜現状に対する認識＞

7,690 1 7,690正規

　利用団体数、登録人数は概ね目標に近いが、登録団体は地区単位で活動
するグループがほとんどのため、頭打ち感がある。
　今後はスポーツの裾野を広げるために、加入団体等を市民に紹介し気軽に
参加できる環境をつくる。

合計コスト①+② 15,720 14,803



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

 定員割れをきたしている現状から、広報活動の強化が必要

合計コスト①+② 25,325 25,161

前年度比 － 99.4%

＜現状に対する認識＞

7,690 1 7,690

3非常勤特別職 8,522 3 8,910

嘱託 0 0 0 0

1正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 16212 人工 16,600

利用者負担金

国・県

その他

一般財源 9,113 8,561

平成３２年度

①　事業費（千円） 9,113 8,561

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

１　熟年者健康スポーツ支援センター管理運営事業
　　支援センター利用者に、個人の目的に応じた健康・運動の情報や方法を
　提供し、体力保持・増進や生活の質を高め健康的な生活が送れるよう支援
　（器具を使った筋力トレ、体　操などの指導）を実施

2　熟年体育大学総合体育館コース
　　運動・生活習慣を見直し、運動を継続することによる心身の健康・体力づく
　りを支援(入学資格　40歳以上　期間　２年間)
　【１学年】
　・29年度受講者　６７名　年２２回の講座を実施
　【２学年】
　・29年度受講者　８７名　年１４回の講座を実施
　【講座概要】
　松本大学、信州大学等の講師による健康講座やスポーツ実技、ウオーキン
　グ、体力測定、血液検査など

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 82.1% 64.2%

達成度

実績値

240

実績値 197 154

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 熟年体育大学総合体育館コース熟大生（定員120×２学年）

目標値 240 240 240 240

指標の設定理由 募集定員に対する受講者数＝成果

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 Ｈ２７～Ｈ３２
総合評価 Ａ  熟年者健康スポーツ支援センター設置及び熟年体育大学を開校することに

より、高齢者の体力低下の抑制や健康づくりを行うとともに、受講者同士の交
流を図るもの。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 市民生涯スポーツ振興事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略

事務事業名 市民生涯スポーツ振興事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 １　心と体の健康づくりと、安心な医療福祉など、健康を支える社会を創出します

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○市民一人ひとりの健康づくりを支援　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　建設から、一定の年数が経過し、劣化等による修理・改修が必要な状況と
なっているため、必要性・緊急性に配慮しつつ、スピード感を持って取り組む
必要がある。
　社会体育館整備改修計画を見直し、これまでの年１館の整備から年２館と
するため
Ｈ２９は実施設計の対応増。今後の体育館整備は、スピード感を持って対応
する。

合計コスト①+② 24,756 168,966

前年度比 － 682.5%

＜現状に対する認識＞

5,383 0.7 5,383

嘱託 0 0 0 0

0.7正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 5,383 人工 5,383

利用者負担金

国・県 14,853

その他 111,182

一般財源 19,373 37,548

平成３２年度

①　事業費（千円） 19,373 163,583

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

１　大規模改修
　　寿台体育館（昭和５７年開場）について、老朽化部分の改修、耐震補強、アスベス
ト
　除去等を実施
　　主体工事　　　　　　　８６，４００千円
　　電気設備工事　　　　１１，０１６千円
　　機械設備工事　　　　１１，４４８千円
　　工事監理業務委託　　４，３２０千円
　　駐車場改修工事　　　 ５，７０３千円　　　　　　　 　計　１１８，８８７千円

２　大規模改修実施設計
　　神林体育館　　　　　　２，１６０千円
　　里山辺体育館　　　　 ２，２６８千円　　　　　　　　　計　　  ４，４２８千円
　
３　床面改修及び非構造部材耐震化事業
　　経年劣化のため、特に傷みの激しい床面及び建具等の改修工事を実施
　　中央・内田・島内・庄内は、非構造部材耐震化も併せて実施
　　本郷体育館（平成　９年開場）　　３，９９１千円
　　中央体育館（平成１１年開場）　　５，０３３千円
　　内田体育館（平成１２年開場）　　６，８５８千円
　　島内体育館（平成１４年開場）　　９，９３６千円
　　庄内体育館（平成１８年開場）　１４，４５０千円　　計　４０，２６８千円

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H19　～　H38
総合評価　建築後一定の年数が経過した体育館の整備（大規模改修）及び、体育館利

用者の安全確保を目的として、経年劣化により傷みが激しい床面等を改修す
るもの。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 社会体育館大規模改修事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 社会体育館大規模改修事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 プール改修事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 プール改修事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 　H28～H32
総合評価　 幅広い年代の利用があるプールは、屋外、屋内とも、安全面・衛生面の確

保が重要であることから、建物だけでなく、機械設備についても計画的に更新
することで、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備するもの。

＜指標の達成状況＞
区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

１　松本市民プール・変形プール循環設備改修　　　４９，７５６千円
　　　松本市民プールの25ｍプールとスライダープールの循環設備（ろ過）に
ついて、更新を行った。

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

平成３２年度

①　事業費（千円） 0 49,756

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他 49,756

一般財源 0

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 0 人工 1,538

嘱託 0 0 0 0

0.2正規

前年度比 － -

＜現状に対する認識＞

0 0 1,538

　プールは高い安全性と衛生面の確保が求められるため、常に適正管理に努
め、計画的な整備が必要。

合計コスト①+② 0 51,294



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　夜間利用が可能な人工芝のサッカー場は、松本市サッカー場とかりがね
サッカー場の2ケ所のみで、夜間、休日等の利用予約は90％超の状況。昼間
も少年から社会人まで幅広く利用されている。
　今年度の公認検査には合格。次回更新はH32を予定。

合計コスト①+② 0 4,981

前年度比 － -

＜現状に対する認識＞

0 769

嘱託 0 0 0

0.1正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 0 人工 769

利用者負担金

国・県

その他 0 1,500

一般財源 2,712

平成３２年度

①　事業費（千円） 0 4,212

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

・人工芝面改良工事　４，２１２千円
　衝撃吸収性などの検査項目について、JFA公認基準に達するように改良す
るもの。

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

指標の設定理由

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H25　～ H33
総合評価　　松本市サッカー場は、日本サッカー協会の公認人工芝ピッチ（グラウンド）

であり、公認の更新時期にあわせて人工芝ピッチの整備を行うもの。
　　公認試合の開催だけでなく、施設の安全性向上により、利用者が安心・安
全に利用できる環境を整える。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 サッカー場改修事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

事務事業名 サッカー場改修事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 プロスポーツ振興事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ５　地域経済の好循環を生みだす商工業の振興と、女性や若者の雇用の拡大を進めます

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○松本山雅ＦＣを活用した賑わいの創出

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興

総合評価 Ａ　松本山雅ＦＣの集客力・求心力を活かし、「みるスポーツ」等による地域振興
や中心市街地への誘客に繋げるなど、プロスポーツにより地域活性化の推進
を図るもの。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

５つの重点目標 ３　経済の好循環の創出

予算中事業名 プロスポーツ振興事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ③松本産品のブランド化

2,306

＜事業の狙い＞

実績値 1,734 1,980

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 松本山雅ＦＣパブリックビューイング(人)

目標値 1,734 1,734 1,907 2,097

指標の設定理由 観客数＝関心度＝成果

１　松本山雅ＦＣ
　⑴　パブリックビューイングの実施
　　　 中心市街地等でアウェーゲームのパブッリクビューイングを5回実施
　　　  （1,980人観戦）
　⑵　観光・グルメマップの作成・配布
　　　 13,000枚作成し、ホームゲーム19試合でアウェーサポーターへ配布
　⑶　臨時駐車場の設置
　　　 ホームゲーム21試合で新松本工業団地に500台分の臨時駐車場を開設
　　　  （延べ7,144台利用）
　⑷　ホームタウンデーの実施
　　　 ホームタウン4市1町1村合同により市の施策や観光・特産品をＰＲ
　⑸　松本市・鹿児島市文化・観光交流都市デーの実施
　　　 鹿児島市と連携して市の施策や観光・特産品をＰＲ
　⑹　地域交流活動促進事業の実施
　　　 松本山雅ＦＣへ委託し、「子育てママさん向け運動教室」等を開催
２　信濃グランセローズ
　⑴　「松本市民の日」の開催
　　　 市の特産品ＰＲや市内全小学校へ無料招待券を配布
　⑵　松本市野球場の優先使用
３　信州ブレイブウォリアーズ
　⑴　松本市総合体育館の優先使用

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 100.0% 114.2%

達成度

実績値

平成３２年度

①　事業費（千円） 10,565 8,815

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

正規

一般財源 10,565 8,815

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 7,690 人工 7,690

嘱託 0 0 0

17,690 1 7,690

－ 90.4%

＜現状に対する認識＞

事業計画年度 H27～H33

　松本山雅ＦＣにより地域住民の新たな繋がりが生まれ、地域経済にも大きな
効果をもたらすなど、プロスポーツが地域活性化に大きく貢献していることか
ら、継続して取り組む必要がある。 合計コスト①+② 18,255 16,505

前年度比



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　H28着手した造成工事は継続中
　スタンド等改築主体工事は予定通り着手したが、現場での地盤調査におい
て、地盤支持力が設計値を満たしていないことが判明したため、現在、工事を
一時中止し対応策を検討しており、最低８カ月間の中断を余儀なくされた。

合計コスト①+② 137,924 120,563

前年度比 － 87.4%

＜現状に対する認識＞

3,845 1 3,845

嘱託 0 0 0 0

1正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 3,845 人工 3,845

利用者負担金

国・県

その他 100,500 87,500

一般財源 33,579 29,218

平成３２年度

①　事業費（千円） 134,079 116,718

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

１　造成工事（～平成３０年度）の継続

２　スタンド等改築主体工事（電気・機械設備含む）に着手　→　８カ月間の中
断

３　グラウンド整備工事に着手　→　先送り

【事業費内訳】
　調査委託料　16,900千円
　監理委託料　 3,770千円　（次年度繰越額　　 4,270千円）
　造成工事　　 96,060千円
　主体工事　　 　　　 0千円 （次年度繰越額　126,360千円）
　電気工事　　 　　　 0千円 （次年度繰越額　    5,930千円）
　機械設備工事　 　 0千円 （次年度繰越額　    2,250千円）
　計　　　　　　116,730千円（次年度繰越額　 138,810千円）

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H25　～　H30
総合評価　昭和５１年の開場から４０年が経過し、経年劣化等による老朽化や排水不良

他の機能面など、利用に著しい影響が見られることから、計画的に施設改修
を進めるもの。

＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 四賀運動広場整備改修事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

事務事業名 四賀運動広場整備改修事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 庭球場改修事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 ５　将来世代のためのハード整備

予算中事業名 庭球場改修事業費 ― ― ― ― 松本版総合戦略 ⑧成熟型社会の都市基盤づくり

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H28　～　H32
総合評価　設置後10年が経過するテニスコートの人工芝を張り替えるもの。

　また、クレーコートの人工芝生化も含め、テニス場の環境整備を行うもの。
＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

１　沢村軟式庭球場の人工芝芝生化　　　６４，２５０千円
　　沢村軟式庭球場をクレーコートから人工芝コートに改修を行ったもの。

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

平成３２年度

①　事業費（千円） 39,290 64,250

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他 64,250

一般財源 39,290 0

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 2,307 人工 2,307

嘱託 0 0 0 0

0.3正規

前年度比 － 160.0%

＜現状に対する認識＞

2,307 0.3 2,307

　　夜間照明設備を備えたコートで、全体的に人工芝の摩耗が激しくなってお
り、部分的な貼り替えでは対応が困難。
　　人工芝設置後10年経過時点を張り替えの目安としている。 合計コスト①+② 41,597 66,557



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　スポーツ大会・イベント開催等を通じた交流人口の拡大により、スポーツに
よる地域の活性化が図られた。

合計コスト①+② 15,516 12,040

前年度比 － 77.6%

＜現状に対する認識＞

7,690 1 7,690

嘱託 0 0 0

1正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 7,690 人工 7,690

利用者負担金

国・県

その他

一般財源 7,826 4,350

平成３２年度

①　事業費（千円） 7,826 4,350

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

　市民がスポーツに参加する機会やスポーツを通じた交流の機会の創出、市
民スポーツ活動への支援を目的として以下の事業を実施
１　松本クロスカントリー大会
　　小学生から大人までが、距離、年齢、性別等により18種目に分かれて実施
　　（877名参加）
２　市町村駅伝競走大会
　　長野県内の市町村による駅伝競走大会（64チーム　約750人参加）
３　鹿児島市・松本市スポーツ交流事業
　　「鹿児島市・松本市　文化・観光交流協定」に基づき、スポーツ交流を両市
　で毎年交互に実施（中学生男女ソフトテニス　59名参加）

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 89.9% 87.7%

達成度

実績値

1,000

実績値 899 877

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 松本クロスカントリー大会参加者数

目標値 1,000 1,000 1,000 1,000

指標の設定理由 参加者数＝成果

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H28～H32
総合評価 Ａ　各種大会の開催により、他地域との交流を促進させ、交流人口の拡大等に

よる地域の活性化を図るもの。
＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 負担金 ― ― ― ― 松本版総合戦略

事務事業名 負担金
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 １　心と体の健康づくりと、安心な医療福祉など、健康を支える社会を創出します

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○市民一人ひとりの健康づくりを支援　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

指標の設定理由 募集人数＝成果

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000

事務事業名 負担金(松本マラソン）
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 ９　「三ガク都」で豊かな人間性を培い、自然・歴史・伝統・文化を守り育てます

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○「松本マラソン」の開催

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 負担金 ― ― ― ― 松本版総合戦略

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H28～H32
総合評価 Ａ 　マラソンを通じた健康づくり、世代を超えた地域コミュニティの「きずな」の強

化、交流人口の拡大と地域経済の活性化を図るもの。
＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

指標の設定理由 参加応募者数＝成果

10,000

実績値 10,058

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　 松本マラソン参加応募者数（人）

目標値 10,000 10,000 10,000

　１　第1回松本マラソン大会
　　⑴　日時　　平成29年10月1日（日）　8時30分スタート
　　⑵　主催　　松本マラソン実行委員会、長野陸上競技協会
　　⑶　共催　　松本市、信濃毎日新聞社
　　⑷　出走　　マラソン（42.195㎞）　8,611人
　　　　　　　　　ファミリーラン（２㎞）　234組（504人）
　　⑸　コース　スタート：松本市総合体育館前
　　　　　　　　　フィニッシュ：スカイパーク陸上競技場
　２　実施内容
　　⑴　運営ボランティア参加（３，２２７人）・ボランティア説明会の開催
　　⑵　協賛企業の募集（オフィシャルスポンサー21社）
　　⑶　参加者募集
　　⑷　医療救護計画の作製
　

②　成果指標（指標名） 松本マラソンボランティア数（人）

目標値 3,000

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度 100.6%

達成度 107.6%

実績値 3,227

平成３２年度

①　事業費（千円） 22,490 91,870

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

利用者負担金

国・県

その他

一般財源 22,490 91,870

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 7,690 人工 10,540

嘱託 0 2,850 1

1正規

前年度比 － 339.3%

＜現状に対する認識＞

7,690 1 7,690

　第１回大会を無事に開催することができた。
　第２回大会開催に向け、第１回大会での反省点を改善して、健康寿命の延
伸と生き   がいの仕組みづくりを進める本市ならではの、特色ある大会へと育
てていく必要がある。

合計コスト①+② 30,180 102,410



＜第１０次基本計画の位置付け＞

＜予算上の位置付け＞

　

　各種大会、イベントの開催により、スポーツ推進委員協議会では各年代に
応じた生涯スポーツの推進、競技スポーツの推進が図られている。

合計コスト①+② 32,777 34,988

前年度比 － 106.7%

＜現状に対する認識＞

7,690 1 7,690

嘱託 0 0 0

1正規

人工 人工 人工人工②　人件費(千円） 7,690 人工 7,690

利用者負担金

国・県

その他

一般財源 25,087 27,298

平成３２年度

①　事業費（千円） 25,087 27,298

＜コスト一覧＞
区分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

  市民がスポーツに参加する機会やスポーツを通じた交流の機会の創出、市
民スポーツ活動への支援を目的として以下の団体等に補助を実施
１　松本体育協会
　　　競技スポーツと生涯スポーツの普及・振興を図る松本市の総合的な体育
　　団体である一般財団法人松本体育協会へ補助
２　スポーツ推進委員協議会
　　地域スポーツの推進等を図るスポーツ推進委員協議会へ補助
３　県下縦断駅伝大会
４　スポーツ少年団
　　青少年の健全育成、指導者等の育成を図るスポーツ少年団へ補助
５　スポーツ交流大会
　　競技団体が独自に実施している姉妹都市とのスポーツ交流大会へ補助
　　（藤沢市：サッカー　75名参加）
６　全国大会、北信越大会
　　松本市で開催される大会へ補助（国際１件、全国3件、ブロック14件）
７　ジュニアスキー育成
　　青少年の健全育成、競技スキー技術の向上を図るスキー団体へ補助

②　成果指標（指標名）

目標値

＜事業の実施内容及び活動指標（実績値）＞ 達成度

達成度

実績値

実績値

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

①　成果指標（指標名）　

目標値

指標の設定理由

＜事業の狙い＞ 事業計画年度 H28～H32
総合評価　市民の多様なスポーツニーズを把握し、ライフステージに応じた生涯スポー

ツ等の推進を図るもの。
＜指標の達成状況＞

区分 平成２８年度 平成２９年度

会　計　名 一般会計 基本施策（個別目標） 632 スポーツの振興 ５つの重点目標 １　健康ときずなづくり

予算中事業名 補助金 ― ― ― ― 松本版総合戦略

事務事業名 補助金事業
＜市長公約・重点目標・総合戦略の位置付け＞

まちづくりの基本目標 6 ともに学びあい人と文化を育むまち
市
長
公
約

公約 １　心と体の健康づくりと、安心な医療福祉など、健康を支える社会を創出します

政策の方向（まちの姿） 3 文化・スポーツで魅力あふれるまち 主な取組み ○市民一人ひとりの健康づくりを支援　

事務事業評価票
部局名 文化スポーツ部 課 名 スポーツ推進課 課ＣＤ 18300000


